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発表内容 酸性雨の調査を 1967 年から開始し、採取や調査手法等の改善・改良を行

いながら現在も継続している。この間、降下ばいじん調査（塩化ビニール

製ポリバケツに降下する全ての物質を採取し、１月毎に回収し測定する方

法）、分別採取調査（降水のｐＨ等の状況が時間とともにどのように変化す

るのかを知るため、降り始めから５mm までを１mm 毎に分けて採取し測定す

る方法）、一雨調査（一雨毎に降水を採取し測定する方法。1998 年からは

降水時開放型捕集装置を用いた Wet only 採取法により調査を実施）および

濾過式採取調査（バックグランド地点等の遠隔地での状況を知るため、降

水を現場で濾過できる装置を用いて採取し、１週間毎に回収し測定する方

法）により酸性雨の監視・測定を行ってきた。 

いずれの調査結果からも、大きな変動はみられないが、酸性雨が国外か

らの「越境汚染」により引き起こされる可能性もあることから、環境への

影響を含め、今後も継続した調査が必要である。 
 
 


